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　東日本大震災からすでに数ヶ月を経て、「心のケア」が大きな
課題であると認識されている。数多くの死者が出て死別の悲しみ
が深い上に、これまで暮らして来た土地での生活の再建が容易で
ない。地域社会そのものの再建に大きな時間がかかるし、仕事を
変えたり、移住したり、身近な人々と別れて暮らしたりしなくて
はならない人が少なからず出ることだろう。物的人的支援の動き
もなかなか十分とは言えない中で、生活立て直しの困難な方々が
多く、被災者の精神的な落ち込みが懸念される。
　他方、新たな絆の生成もあり、小さな希望もそこかしこに生ま
れている。実際、困難を超えていこうとすれば、何らかの新たな
つながりや絆を育てていくことが不可欠となろう。それは明るい
知らせとなる。テレビのニュースを見ていると、何とか生活再建

への手がかりを見出そうとしている方々の姿が映し出され、大いに元気づけられる。被災者
が支援したいと思っている遠方のわれわれを元気づけてくれる場面に出会うことが少なくな
いのだ。
　私は宗教界や宗教研究の知り合いの方々とともに、4 月 1 日に宗教者災害支援連絡会とい
う集いを立ち上げ、これまで数回にわたり情報交換会を行ってきた。支援にあたっている宗
教者の方々から支援の経験について話をうかがい、おたがいに知恵を出し合い、より有効な
支援をしていこうというものだ。
　一つの悩みは宗教としての立場を強く打ち出すかどうかということだ。伝統宗教の威信を
尊ぶ人たちや自らの精神性の価値を信じ布教の熱意に燃える人たちは、宗教の形を強く打ち
出すことを主張する。しかし、それでは大多数の人からいやがられる。でも強い信仰
をもつ人は、相手から退けられることこそ自らの信仰を深める試練であり、自らの正しさが
示される時だとさえ考える。
　これに対して、他者に寄り添うケアにこそ現代的な環境にふさわしい宗教性、精神性が宿
ると考える人もいる。ケアするのだが受動性を尊ぶのだ。この場合、「心のケア」はケアする
側とケアされる側の関係が一方的、固定的ではない。ケアする側も傷つき、自らの痛みをふ
り返りながら他者を理解し、癒されたり、学んだり、経験を積んで幅を広げたりする。相手
の経験も自分の経験と似ているかもしれない。そのようにケアの経験は相互的なものなので
はないだろうか。
　もしそうだとすれば、それは「宗教」的なものが垂直的な権威関係よりも、水平的な相互
的他者関係に力点を移してきたことと関わりがある。これは宗教や社会の心理学化と関わり
がある。だが、それは人間の幅広い経験の領域が心理学の中に入り込むことでもあるだろう。
ユング心理学やトランスパーソナル心理学のように心理学が「宗教」化するのも同時的だ。
　宗教者災害支援連絡会には、宗教を掲げるわけではないが、自殺に関わることでスピリチ
ュアルな次元に接した活動をしているライフリンクの方など、宗教集団の外部の方々もも参
加して下さっている。日本の宗教と心理学がともに新たな次元を見出しつつあるのかもしれ
ない。それが被災者を支援する力となるのかどうか。新しい動きの質が試されていると言え
るだろう。

Mental health is arguably one of the major causes for concern in the aftermath of the 
‘Great East Japan Earthquake.’ Survivors who have lost their families, jobs and hopes 
for recovery are particularly at risk of emotional breakdown. Their post-disaster lives 
are often entangled with religious activism and psychiatric therapies at the same time. 
While these two forms of aid may differ in their logics of action, they both speak to 
human experience in a broad sense. It is all the more pressing then to enhance their col-
laboration in ways that help people to cope with the trauma of the events.
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